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外
ヶ
浜
地
区
交
通
・

地
域
安
全
総
決
起
大
会

1
0
月
2
5
日

（
木

）
、
ふ

る

さ

と

総

合

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

、
外

ヶ

浜

地

区

交

通
・
地

域

安

全

総

決

起

大

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

主

催

者

等

の

あ

い

さ

つ

、

防

犯

講

話

、
交

通

安

全

講

話

の

あ

と

吋

交

通
安
全
母
の
会
の
坂
本
千
春
会
長
が
「
交
通

事
故
や
犯
罪
の
な
い
、
安
全
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
」
と
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
、
満
場

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
と
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
の
演
技
が
行
わ
れ
、大
会
は
閉
会
し

ま
し
た
。

青
色
回
転
灯
防
犯
車
出
陣
式

1
0
月
2
5

日

（

木

）
、

ふ

る

さ

と

総

合

セ

ン

タ

ー

前

の

駐

車

場

に

お

い

て

、

外

ヶ

浜

地

区

防

犯

協

会

の

３

町

村

と

警

察

署

の

関

係

者

が

集

ま

り

、

青

色

回

転

灯

防

犯

車

出

陣

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
石
塚
喜
信
外
ヶ
浜
警
察
署
長
の
激
励

が
あ
り
、
続
い
て
村
防
犯
指
導
隊
の
張
間
市
郎

隊
長
が
決
意
宣
一
言
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
車
青
色
回
転
灯
を
回
し
な
が
ら

出
陣
し
ま
し
た
。

脱穀作業 体 験
1
0
月
3
1
日
（
水
）
。
蓬
田
小
学
校
で
収
穫
し

た
稲
を
５
・
６
年
生
が
昔
な
が
ら
の
足
踏
み
脱

穀
機
を
使
い
、
脱
穀
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
体
験
と
な
る
５
年
生
は
、
最
初
信

れ
な
い
手
っ
き
で
し
た
が
、
楽
し
そ
う
に
作
業

し
て
い
ま
し
た
。

中
学
校
の
校
庭
整
備
実
施

Ｈ
月
1
7日
（
土
）
と
1
8日
（
日
）
、
中
学
校

保
護
者
2
0名
が
参
加
し
、
校
庭
整
備
の
作
業

梅

の
花

が
咲
い
た
？

1
0月
2
4日
（
水
）
に
撮
影
し
た
梅
の
花
の
写

真
で
す
。

広
瀬
の
吉
田

光
喜
宅
前
の
梅

の
木
が
、
暖
か
い

日
が
続
い
た
た

め
か
数
日
前
に

咲
い
た
そ
う
で

す
。
霜
が
降
り
て

も
、
散
ら
ず
に
残

り
ま
し
た
。

を
実
施

し

ま
し

た
。

1
8日
は

野

球
部

員

も
参
加

す

る
予

定
で

し

た

が

、
悪

天

候

の
た

め

保
護

者

中

心

に
行
い

、

雨

と
寒

さ
と

戦
い

な

が

ら
、
あ

る
程

度

の
整
備

が

で
き

ま
し

た

。
ま

だ

上

が
不
足

し

て

い

る

の
で

、
土

を
確

保

し

、
春

の
雪

解

け

を
待

っ
て

今

後
２

回
ほ

ど
継

続

的

に

整
備

作
業

を

実
施

す

る
予
定

で

す
。

蓬
田
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ



せら知お平

成
2
0
年
４

月
１

日

か

ら
、

身
体

障

害

者

等

に

係

る

減

免

制
度

が

次
の

よ

う

に

改
正

さ

れ
ま

す
。

○

減
免

額

に
上

限

が
設

け
ら

れ

ま
す

。

自

動

車

税
４

万
５

千

円

を
減

免

額

の

上

限

と
し

、

税

額

が
４

万

５

千

円

以
下

の
方

は

全

額

免

除
（
現

行

と
同

じ

）
、
４

万

５

千

円

超

の

方

は
４

万

５

千

円

を

超
え

る
額

の
み

を
負

担

し
て

い

た

だ
き

ま

す
。

自
動

車

取

得

税

は

、

課

税

標

準

額
2
5
0
万

円

を
上

限

と
し

、
2
5
0
万

円

以
下

の

方

は

全

額

免

除
（
現

行

と

同

じ
）
、
2
5
0
万

超

の
方

は
2
5
0
万

円

を

超
え

る

額

に
５

％

の

税

率

を
乗

じ

た

額

の

み

を
負

担

し
て

い

た

だ
き

ま

す
。

○

継
続

申
請

の

手
続

き

が
簡

素
化

さ

れ
ま

す

。

継

続

申

請

書

の
提

出

が

原

則

不

要

に

な

り

ま

し

た

。（
減

免

事

由

の

変
更

が

あ

っ

た

場

合

は

現
行

ど

お

り
申

請

が

必
要

で

す
。
）

詳

し

く

は

、
東

青

地

域

県

民

局

県

税

部

課

税

第
三

課

ま
で

お
問

い

合

わ
せ

く

だ
さ

い

。

問
い
合
わ
せ
先

東
青
地
域
県
民
局
　
県
税
部
　
課
税
第
三
課

電
話
　

０
１
７
（
７
３
４
）
9
9
7

４

政
処
分
に
つ
い
て

３
．
有
効
期
間
切
れ
の
免
許
で
操
縦
し
た
場

合
の
罰
則
に
つ
い
て

４
．
定
員
オ
ー
バ
ー
乗
船
さ
せ
た
と
き
の
罰

則
に
つ
い
て

５
．
免
許
取
得
、
二
通
り
の
方
法
に
つ
い
て

①
国
家
試
験
免
除
コ
ー
ス
に
よ
る
、
確
実

な
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
方
法
に
つ
い
て

②
国
家
試
験
免
除
コ
ー
ス
に
よ
る
、
短
時

間
で
の
取
得
方
法
に
つ
い
て

○
／
切
　

資
料
の
準
備
上
、
参
加
希
望
者
は
1
2

月
1
4日
（
金
）
ま
で
電
話
に
て
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

◆
日
時
　
平
成
1
9年
1
2月
1
6日
（
日
）

午
前
1
0時
～

会
場
　
中
泊
町
中
央
公
民
館

連
絡
先
マ
リ
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー

〒
９
９
８
‐
0
0
0
5

山
形
県
酒
田
市
宮
海
中
砂
畑
2
7－

９

℡
（
0
2
3
4

）
3
5
1
1
7
3
0

m一
（
0
2
3
4

）
３
３
－
8
6
9
9

小
型
船
舶
免
許
操
縦
者
法
の

無
料
説
明
会
開
催

◆
〔
説
明
概
要
〕

廴

酒
呑
み
操
縦
の
違
反
罰
則
強
化
に
つ
い
て

２
．
救
命
胴
衣
着
用
義
務
違
反
の
点
数
と
行

放
送
大
学
で
は
平
成
2
0年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
の
大
学
卒
業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
退
職
後
の
生
き
が
い
作
り
な
ど
、様
々
な
目

的

で

幅

広

い

世

代

、

職

業

の

方

が

学

ん

で

い

ま

す

。

心

理

学

・
福

祉

・
経

済

・
歴

史

・
文

学

・
自

然

科

学

な

ど

、
幅

広

い

分

野

を

学

べ

ま

す

。

資

料

を

無

料

で

差

し

上

げ

て

い

ま

す

。

お

気

軽

に

お

問

い

合

わ

せ

く

さ

さ

い

。

資

料

請

求

・

お

問

い

合

わ

せ

先

放

送

大

学

青

森

学

習

セ

ン

タ

ー

℡
0
1
7
2

－

３

８
－
0
5
0
0

放

送

大

学

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／ｗ
ｗ
ｗ
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,　ａ
ｃ
.　ｊｐ

募

集

期

間

1
2月
1
5
日

～

２

月
2
9
日

平
成
1
9年
Ｈ
月
１
日
以
降
、
税
務
署
に
お

か
け
い
た
だ
い
た
電
話
は
、
自
動
音
声
応
答

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
に
よ
り
お
受
け
い
た
し

ま
す
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
し
た
が
っ
て
ご
用
件

に
応
じ
た
番
号
を
選
択
（
１
番
又
は
２
番
）
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
又
は
「
税
務
署
」
へ
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
税
に
関
す

る
一
般
的
な
ご
質
問
や
ご
相
談
に
つ
い
て
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
電
話
で
お
答
え
し
ま
す
。

面
接
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
所
轄
税
務
署
の
担
当
部
門
に
相
談

の
日
時
を
ご
予
約
い
た
だ
き
、
関
係
書
類
を

情 報 局

身
体
障
害
者
等
に
係

る
自
動
車
税
・

自
動
車
取
得
税
の
減
免
制
度
の
改
正

平

成
知一
年
度
「
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」

の
募
集

東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
有
林
の
管
理
・
経

営
に
皆
さ
ん
の
声
を
役
立
て
て
い
く
た
め
、
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
○
4
8人

募
集
期
間
○
平
成
1
9年
1
2月
３
日
（
月
）
～

平
成
1
9年
1
2月
2
8日
（
金
）

任
　
　

期
○
平
成
2
0年
４
月
～
平
成
2
1年
３
月

内
　
　

容
○
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

応
募
資
格
、
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

東
北
森
林
管
理
局
　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
係

℡
０
１
８
（
８
３
６
）
2
2
7
4

m一
〇
１
８
（
８
３
６
）
2
0
3
1

放

送
大
学
４
月
入
学
生
募
集
－
・

「

税
務

署

か
ら

の
お
知
ら

せ
」

～
税
務
相
談
の
体
制
が
変
わ
り
ま
す
～

h
ｔ

ｔ
ｐ
:

／

／
ｗ
ｗ

ｗ
.
　
ｔ
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ｐ

／



ご
持
参
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
税
金
の

納
付
相
談
や
確
定
申
告
書
の
作
成
会
場
に
お

越
し
の
際
は
、
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
）
。

ご
不
明
な
点
は
、
青
森
税
務
署
（
電
話
番

号
0
1
7
－

７
７
６
－
4
2
4
1

）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

裁

判

員

制

度

は
、

国

民

の
み

な

さ
ん

に

裁

判

員

と
し

て

重

大

な

事
件

の
刑

事

裁

判

に
参

加

し

て

も

ら

い

、
被

告
人

が
有

罪

か
ど

う

か

、

有

罪

の
場

合

ど

の

よ

う

な

刑

に

す

る

か

を
裁

判

官

と
一

緒

に
決

め
て

も

ら
う

制
度

で

す

。

裁

判

員

制

度

は
、

国

民

の
み

な

さ
ん

が

裁

判

に

参

加

す

る

こ

と

に
よ

っ
て

、

市

民

感

覚

を

裁

判

の
内

容

に
反

映

さ
せ

、

そ

の

結

果

と

し

て

、

司
法

に
対

す

る
理

解

と

信

頼

が

深

ま

る
こ

と
を

期
待

し
て

導
入

さ
れ

る
も

の

で

す
。

裁

判

員

は
、

選

挙

権

を

も

つ
国

民

の

中

か

ら

無
作

為

に
選

ば

れ
ま

す

。

裁

判

員

制

度

に

関

す

る
詳

し

い

内

容

は

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し

て

お
り

ま

す
。

検

察

庁

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ア

ド

レ

ス

：

ｈ
ｔ
ｔｐ
:
／
／ｗ
ｗ
ｗ
.　ｋｅ
ｎ
ｓ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
.

な

お

、
青
森

地
方

検

察

庁

で

は

、
裁

判

員

制

度

の
意

義

・
内

容

に

つ
い

て

理

解

し

て

い

た

だ

く

た

め
、

職

員

を

派

遣

し

て

の

無

料

説

明

会
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
裁
判
員
制
度
～
も
し
も
あ
な
た

が
選
ば
れ
た
ら
～
」（
6
0分
ド
ラ
マ
、中
村
雅
俊

出
演
）
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

説
明
会
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

青
森
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

電
話
0
1
7
－

７
２
２
－
5
2
1
4

（
直
通
）

海
外
宝
く
じ
に
は
要
注
意
!

【
相
談
内
容
】

「
郵
便
為
替
で
３
千
円
を
送
れ
ば
、
２
億
８

千
万
円
当
選
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
！
」
と

書
か
れ
た
海
外
宝
く
じ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

が
届
い
た
。
何
回
か
送
金
し
て
い
る
が
、
全
く

当
選
し
な
い
。
最
近
で
は
、
様
々
な
海
外
宝
く

じ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
頻
繁
に
届
く
よ
う

に
な
り
困
っ
て
い
る
。

「
ポ
イ
ン
ト
」

海
外
宝
く
じ
の
現
物
が
消
費
者
の
手
元
に
送

ら
れ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
業
者
が
本

当
に
海
外
宝
く
じ
を
購
入
し
て
い
る
か
不
明
で

す
。
ま
た
、
当
選
し
た
と
し
て
も
、
賞
金
が
支

払
わ
れ
る
保
証
は
な
く
、損
害
を
回
復
す
る
手

段
も
あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
策
】

日
本
国
内
で
海
外
の
宝
く
じ
を
買
う
こ
と

は
、
刑
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
甘
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

手
を
出
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
連
絡
先

青
森
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
青
森
相
談
室

0
1
7
－

７
２
２
－
3
3
4
3

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
新
た
な
年
金
を
受

け
る
権
利
を
得
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、一
人
で
二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
る
こ
と

は
原
則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
い
ず
れ
か

一
つ
の
年
金
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
時
に
「
年
金
受
給
選
択
中
出

書
」
を
提
出
し
ま
す
。

こ
の
「
年
金
受
給
選
択
申

出
書
」
の
提
出
が
遅
れ
る
と

過
払
い
が
生
じ
て
、
後
で
返

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
二
つ
以
上
の
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
時
は
、
お
早

め
に
「
年
金
受
給
選
択
申
出

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
特
例
と
し
て
、
6
5

歳
以
上
の
方
は
、
障
害
基
礎

年
金
と
老
齢
年
金
、
障
害
基

礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
、

老
齢
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生

年
金
の
併
給
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
6
5歳
以
上
で
老
齢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
過
去
を
思
い
て
若
返
え
り
　
　
　
国
代

若
き
頃
な
か
っ
た
は
ず
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
　
　
　
坂
進

過
去
未
来
や
っ
ぱ
り
過
去
に
も
ど
っ
た
い
　
　
　
絹
枝

良
き
過
去
を
大
事
に
生
き
て
古
希
迎
え
　
　
　
　
重
彦

十
八
の
頃
は
女
優
に
似
て
た
の
に
　
　
　
　
　
　

勝
子

苦
労
し
た
指
一
本
づ
つ
休
ま
せ
る
　
　
　
　
　
　
蓬
石

昨
日
ま
で
有
る
事
全
部
過
去
の
事
　
　
　
　
　
　

久
子

大
作
中
ず
っ
と
遅
刻
の
千
鳥
足
　
　
　
　
　
　
　

啓
子

若
い
頃
ス
マ
ー
ト
な
身
体
腹
が
出
る
　
　
　
　
　
貴
広

こ
の
先
は
腹
を
寝
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
　
　
　
　
　

咲
子

傘

松

川

柳

同

好

会

厚
生
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
る
権
利

の
あ
る
方
は
、
遺
族
厚
生
年
金
か
ら
は
老
齢

厚
生
年
金
よ
り
年
金
額
が
高
い
場
合
に
、
そ

の
差
額
が
支
給
さ
れ
、
遺
族
厚
生
年
金
よ
り

老
齢
厚
生
年
金
の
年
金
額
が
高
い
場
合
は
、

遺
族
厚
生
年
金
は
全
額
支
給
停
止
に
な
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
場
合
も
「
年
金
受
給
選
択
申
出

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
と
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
っ
た
と
き
は

平
成
2
1年
５
月
ま
で
に
裁
判
員

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
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１０月受 付 分

お 誕生 おめ で と]う=ご ざ い ま す

らい
八 戸　 勅

おくやみ申し上げます

八 幡　　勝　（高　　根 ６４歳）

森　　たまゑ （郷　　沢 ８４歳）

吉 崎　み ち （蓬　　田 ８６歳）

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
新
た
に

「

あ
お
も
り
動
画
ラ
ン
ド
」
の
コ

ー

ナ
ー
を
追
加
し
ま
し
た
。村
長
の
あ
い

さ
つ
や
村
の
施
設
等
を
動
画
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
教
室
」
で
、
人
権
擁
護
員
の
小
松
節

子
さ
ん
（
蓬
田
）
が
、
１
～
２
年
生
を
対
象

に
紙
芝
居
「
い
っ
ち
ゃ
ん
ご
め
ん
ね
」
を
見

せ
ま
し
た
。

こ
れ
を
元
に
、
子
ど
も
達
の
日
常
生
活

の
中
で
何
気
な
し
に
起
こ
る
こ
と
の
多
い

い
じ
め
に
つ
い
て
、
参
加
の
児
童
と
一
緒

に
考
え
ま
し
た
。
席
上
、
児
童
か
ら
活
発
な

意
見
発
表
も
あ
り
、
有
意
義
な
出
前
人
権

教
室
で
し
た
。

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
で

出
前
人
権
教
室
‐
・

Ｈ
月
1
9日
（
月
）
、
蓬
田
小
学
校
の
「
放
課
後

児童川柳

ペンシル
☆

天
位

１
年

三
上
亮

く
ん

く
わ
が
た
に
お
い
か
け
ら
れ
て
に
げ
て
い
る

と
な
り
に
は
い
つ
も
か
な
ら
ず
ゆ
め
が
い
る
　
　

５
年
　

坂
本
智
也

ね
む
っ
た
ら
夢
が
ぼ
く
ら
を
呼
び
に
く
る
　
　
　

４
年
　

下
山
北
斗

ほ
し
ぞ
ら
に
じ
ぶ
ん
の
ゆ
め
を
さ
け
ん
だ
よ
　
　

３
年
　

木
戸
桃
華

ふ
し
ぎ
だ
な
ゆ
め
は
ど
こ
か
ら
と
ん
で
く
る
　
　

１
年
　

田
中
淳
也

が
ん
ぱ
れ
ぱ
ゆ
め
は
き
っ
と
ふ
り
む
く
よ
　
　
　

４
年
　

小
鹿
玲
奈

い
き
る
と
は
ゆ
め
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
だ
　
　

５
年
　

福
井
龍
青

い
ち
に
ち
が
ゆ
め
の
か
い
だ
ん
の
ぼ
っ
て
く
　
　

４
年
　

張
間
悌
且

夢
っ
て
い
い
な
心
に
の
こ
っ
て
い
る
　
　
　
　
　

３
年
　

泉
谷
佳
奈

も
う
す
こ
し
わ
た
し
の
夢
が
叶
う
ま
で
　
　
　
　

５
年
　

坂
本
夢
叶

昨
日
見
た
今
日
も
ま
た
見
た
同
じ
夢
　
　
　
　
　

５
年
　

古
川
芽
依

ゆ
め
テ
レ
ビ
み
ん
な
の
未
来
う
つ
さ
れ
る
　
　
　

４
年
　

太
田
隆
一

目
を
と
じ
て
ぐ
っ
す
り
ね
む
れ
ぱ
夢
に
会
う
　
　

６
年
　

杉
田
芽
美

お
い
し
い
な
ぼ
く
は
お
か
し
の
ゆ
め
ぱ
か
り
　
　

４
年
　

坂
本
宇
大

ぼ
く
の
夢
た
く
さ
ん
あ
っ
て
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
　
　

６
年
　

福
井
海
青

楽
し
い
な
夢
は
ほ
と
ん
ど
楽
園
だ
　
　
　
　
　
　

４
年
　

川
内
槙
斗

ぼ
く
の
ゆ
め
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ふ
え
て
く
る
　

１
年
　

坂
本
隆
雅

め
が
さ
め
た
こ
わ
い
ゆ
め
み
て
ね
む
れ
な
い
　
　

１
年
　

清
水
香
帆

ね
て
い
る
と
ふ
わ
ふ
わ
ふ
わ
と
夢
を
み
る
　
　
　

４
年
　

坂
本
若
菜

し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
　
　
　

４
年
　

坂
本
廉

夢
だ
か
ら
あ
き
ら
め
な
い
で
で
き
る
ん
だ
　
　
　

６
年
　

吉
田
晉
哉

プ
ロ
野
球
な
れ
る
か
不
安
で
も
や
る
よ
　
　
　
　

５
年
　

遠
田
光

寝
て
い
た
ら
不
思
議
な
場
所
で
楽
し
ん
だ
　
　
　

６
年
　

坂
本
貴
之

地
位
人
位
五
客

佳
作

題 「　 夢　　」

大回政進帯数

10月3

1日

現在 前月比

総人口 3,395 人 （＋5）

男 16

05

人 （＋3

）
女 17

90

人人 （＋2）

世帯数 11

52

戸 （　0 ）

太　　智

さ っ 子
男

おか4二ｉ う]き川柳社

む ざ1 じ き]Uん

選l ］卜評

天 位　 宋 音 の j 無 駄 紅 な 《 贋 葉

が 使 わ れ て 駆 岑 句 嚮 す 崕 中 身 1 が

ぎ 毎 縋 と j 詰 ま 安 ま 蚪 書 す 丿 夢 の

｀ , ｢ . ' .゛ .` .゙ .` .` I ' I｀ .｀ I ' ,“ I` I ' I ･ ,` . 1♂ . ' . ･ , ' . '  , ｣ ' I ' . ' ｣ ･ I " . ｣ . " ' I '｀ I " . ' I ' I I . ' I ' - l ｣ ' . .｀ I ' I ' 1 1 1 1 X I I I ' - ' .｀ I I  - . '  . I -  - I .｀ ' - I―■ | ･ ¶ - ･ . ･ 1 1 . 1
¶ ･ I I r I I ･ r , . ,¶ ･ r , . |¶ I I r l . - l ,¶ -¶ -■ ,¶ - I ･¶ I¶ ･ I I¶ ･ l , r l . ･ r

¶ .

中 だ 匯 七 書 が な ] ぐ
て ど も y

之 酋 れ 肆 ･

夢

,

の 車 じ か な j い 世 界 で す J ね 訌
言

ね 圭 亮 ] ぐ ん 崕 二 三 卜 才 : 　 　 万 万

蕗 位 ⑤こ の 句 は 簡 単 に才作|ら れ 言

だ よ う|に:見 え]ま す が 了 実 際 に 万作

ろ う]と ｽじjで もﾂな;かﾚな か で 丱き なjい

素 敵 な 句 で す 峠 簡 単 で奥 が 深jlい

智 也 ぐ ん φj世 界 で す が 言 み1ん な

めj世 界1で|も あ1りｿま゙ず ご匸 三 氷 水

人 位 口北 斗丈]ん の1夢1の1見 方 は口

ず ご]いUなあ訌]夢 が迎 え1ｻに1來て ぐ

れ る魯= う 賻 顋 匯 です冫

そ れ もづTぼ《]ら于]を呼び 贇来 る二]

め だ から崕 友達 も万÷ 緒 椪 翳 岑|ん

:だ ね峠 き 認 いい 夢 だjう 宍 才１

訝 回 盲 ）]]6 ･  5T 作;(ら れyだ 句

1が 多Jか:ら だ↓j=ｽ五 客 政1:=『が 』ん ぽ れ

ぱ 縦]j=1φj句 万も そ|う1ｹで゙1すj11胱 ん でy

収 と 何 と球] 落 ち 般ｿ 紂 匸

縊] 中 仙 詩 乱 と 忖 作 う]

た 方 和 い 町 よ 。 二回]ﾐﾚ]二こご]尚万jy
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